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とを目的に作成したものである。また、本 DISCUSSION PAPER は、Chin Hee HAHN 氏（大韓民国、
嘉泉大学教授）と Dionisius A. NARJOKO 氏（インドネシア、東アジア・アセアン経済研究所（ERIA）
研究員）との共同研究結果に基づき、第一研究グループ客員研究官の伊藤恵子が日本語でとり
まとめたものである。 
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Exporting and Upgrading of Product Portfolio: Evidence from Plant-Product 
Matched Data for Japan, Korea, and Indonesia 
Keiko ITO, First Theory-Oriented Research Group, National Institute of Science and Technology 
Policy (NISTEP), MEXT 
ABSTRACT 
As a part of the joint research project with Prof. Chin Hee HAHN (Gachon University, Korea) 
and Dr. Dionisius A. NARJOKO (Economic Research Institute for ASEAN and East Asia, 
Indonesia), this paper examines the effect of exporting on ‘product portfolio upgrading’ in a plant, 
using plant–product matched data sets for Japan, Korea, and Indonesia. First, we find that a 
substantial part of aggregate shipments growth is explained by net adding of products for all three 
countries. Second, export starters are more likely to add products and to change product shares in 
plants than never exporters. Third, added products tend to have higher product attributes than 
dropped products. Therefore, our results imply that the entry to export markets plays an important 





































































































る。品目分類は日本独自の分類で、6 桁のコードが付され、合計で約 2300 品目が生産されている。
6 桁のうち、最初の 4 桁までが産業分類に対応している。 
 韓国については、政府統計局（Statistics Korea）が調査・収集する鉱工業センサス（“Mining and 
Manufacturing Census”）の個票データを利用して、分析用データセットを構築する。品目分類は韓
国独自の分類で、8 桁のコードが付されており、合計で最初の 5 桁までが産業分類に対応している。
インドネシアについては、インドネシア政府統計局（Badan Pusat Statistik, BPS または Statistics 
Indonesia）から入手した、事業所調査（“Annual Survey of Medium and Large Establishments”）の
個票データを工場レベルで接続して年次パネルデータを構築する。品目分類は、国際産業分類
（ISIC revision 3）に準拠して９桁のコードが振られている。韓国もインドネシアも、生産品目総数は



























































ーンは 3 か国に共通して観察され、輸出が品目の追加・削除を促進している可能性が示唆される。 
  
概要図表 1：工場の輸出タイプと生産品目構成変化（従業者数 30 人以上の工場） 
全工場 非輸出工場 輸出停止工場 輸出開始工場 輸出継続工場
品目シェア変化の絶対値の合計
日本
2002–2007 0.42 0.41 0.46 0.49 0.42
韓国
1990–1998 1.36 1.30 1.46 1.45 1.34
インドネシア
2000–2008 1.09 1.04 1.19 1.23 1.22
追加品目の割合 (%)
日本
2002–2007 20.81 20.34 19.92 24.77 20.24
韓国
1990–1998 66.06 62.17 70.86 71.27 65.58
インドネシア
2000–2008 50.64 48.07 54.92 57.89 56.48
削除品目の割合 (%)
日本
2002–2007 17.00 16.64 19.74 19.69 16.34
韓国
1990–1998 65.29 61.69 71.75 70.23 64.21
インドネシア































 本稿では、日本、韓国、インドネシアという経済発展段階の異なる 3 か国について、工場レベルの
生産品目別データを利用して、輸出が生産品目構成にどのような影響を与えたか、品目構成の高
度化をもたらしているのかどうかを分析した。本稿の結果から、輸出を開始し海外市場に参入すると、
各工場は生産品目の追加や削除をより活発に行うようになり、その結果、生産品目構成を大きく変
える傾向が確認された。また、新しく追加された品目は、生産停止された品目と比べると、より高い
属性値を持ち、グレードの高い品目である傾向も確認された。つまり、輸出開始に関連した品目の
追加・削除によって、各工場の生産品目構成の高度化がもたらされることを示唆する。この傾向は、
日本と韓国では頑健な結果として確認された。インドネシアの結果は若干頑健性が弱いものの、こ
のメカニズムを否定する結果は得られなかった。 
本稿の分析結果は、輸出は品目の削除だけではなく品目の「追加」をも促進する可能性があるこ
とを示しているが、品目の「追加」については、関連する先行研究ではあまり注目されてこなかった。
本稿の分析は、追加された品目は、削除された品目よりも高い属性値を持つ傾向があることも示し
ており、輸出に関連した品目の追加・削除は、創造的破壊のプロセスであるといえるかもしれない。
つまり、海外市場への参入は創造的破壊を通じて技術水準の向上や持続的な経済成長をもたら
す可能性があり、伝統的な貿易理論では十分に議論されていない、ダイナミックな貿易の利益の存
在を示唆している。輸出市場への参入を推進することは、経済全体の資源配分をより高度な品目
へとシフトされることを促すと同時に、技術水準の向上にも寄与することが期待される。 
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